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み ん な の 命
       み ん な で救お う

９月９日の「救急の日」にちなんで、

今月号では、高梁市消防署の救急体制をご紹介し、

救急について考えてみたいと思います。

特 
集救急
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高
梁
市
消
防
署
管
内
で
は
、
一
日

平
均
４
件
を
超
え
る
割
合
で
救
急
車

が
出
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
救
急
現
場
に
遭
遇
し

て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で

の
時
間
は
、
全
国
平
均
で
約
６
分
で

す
が
、
管
内
に
は
数
十
分
か
か
る
地

域
も
あ
り
ま
す
。

　

図
１
の
救
命
曲
線
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
み
る
と
心
臓
停
止
後
約
３
分

で
、救
命
で
き
る
確
率
は　

％
で
す
。

５０

ま
た
、
脳
が
酸
素
な
し
で
生
き
て
い

ら
れ
る
時
間
は
わ
ず
か
３
〜
４
分
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
署
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
場
面
を
想
定
し
、
訓
練
を

行
っ
て
出
動
に
備
え
て
い
ま
す
が
、

生
命
を
救
う
に
は
時
間
と
の
勝
負
と

な
り
ま
す
。早
い
１
１
９
番
通
報
と
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
現

場
で
適
切
な
応
急
手
当
を
行
え
る
か

ど
う
か
が
、
傷
病
者
の
生
死
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

市
消
防
署
の 

救
急
体
制 

〈
救
急
隊
員
〉

　

救
急
隊
員
は　

時
間

２４

勤
務
で
、
第
１
係
と
第
２

係
の
２
交
替
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。
救
急
、
ま
た

火
災
な
ど
の
災
害
に
い

つ
で
も
出
動
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

高
度
な
救
急
処
置
を

行
え
る
救
急
救
命
士
が

現
在　

人
い
て
、
救
急
車

１０

に
乗
る
３
人
の
隊
員
の

う
ち
、
１
人
は
必
ず
こ
の

救
急
救
命
士
が
乗
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
救
急
資
機
材
〉

　

消
防
署
に
は
３
台
の
救
急
車
が
あ

り
、
突
然
の
け
が
や
病
気
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
資
機
材
を

搭
載
し
て
い
ま
す
。

救
急
車
の
主
な
搭
載
資
機
材

▼
パ
ラ
メ
デ
ィ
ッ
ク
ケ
ー
ス

　

救
急
隊
員
が
、
け
が
人
や
病
気
の

人
の
も
と
で
手
当
て
を
す
る
時
に
使

う
器
具
を
入
れ
て
い
ま
す
。
呼
吸
を

し
や
す
く
す
る
器
具
や
血
圧
計
、
ガ

ー
ゼ
、
包
帯
な
ど　

種
類
以
上
の
器

２０

具
が
入
っ
て
い
ま
す
。

カーラーの救命曲線

〈高規格救急車〉

高度な救急処置を行うために必要な

構造や設備を備えた救急車

８：３５　  　　　　　　　　　　　　　８：３０ 　
 
消
防
署 
の 
一 
日
（
救
急
体
制
）

交
替　
　

時
間
体
制
の
た
め
、
こ
の
時

24

間
に
交
替
し
ま
す
。

申
し
送
り　

前
日
ま
で
の
業
務
の
申
し

送
り
を
行
い
ま
す
。


